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2024年３⽉期 第１四半期決算説明資料

リゾートトラスト株式会社（証券コード4681）

「サンクチュアリコート⾼⼭ アートギャラリーリゾート」 2024年３⽉開業予定
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１Q決算サマリー

② 会員権販売の契約⾼が第１四半期として過去最⾼を更新。
2023年６⽉期「契約⾼」 ホテル 214億円、メディカル 20億円

・昨年10⽉に発売した『サンクチュアリコート⽇光』を中⼼にサンクチュアリコートシリーズの販売が好調に推移。
ホテル契約⾼過去最⾼となった前年1Q、サンクチュアリコート琵琶湖の発売効果を含む213億円を更に上回った。

（メディカル、ゴルフを含めた全体の会員権契約⾼の実績は237億円となり、過去最⾼となった）。
・メディカル会員権も20億円となり、引き続き好調な販売実績となった。

③ 本⽇付けで、30億円 の⾃⼰株取得を公表。
・株主還元の充実と資本効率の向上、機動的な資本政策の実施に向け、⾃⼰株式の取得30億円規模を予定。

① 第１四半期として増収増益、連結売上⾼が過去最⾼を更新。
2023年６⽉期実績 売上⾼ 429億円、営業利益 32億円

・会員権販売、ホテル・メディカルの運営がそれぞれ好調に推移し過去最⾼であった前期売上⾼402億円を上回った。
・営業利益ではホテルレストランセグメントが1Qで13億円と⼤きく増加。1Qの連結全体では前年⽐約30％の増益

となった。

RESORTTRUST GROUP

④ 通期の業績予想は増収増益、売上⾼ 2,010億円、営業利益 190億円
と共に過去最⾼を更新する⾒込み (7⽉14⽇修正計画公表)。

・会員権販売とホテル運営、メディカルの各事業で上半期及び通期の業績が期初の計画を超過する⾒込み。
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RESORTTRUST GROUP

（百万円）

決算ハイライト（４-６⽉）

＜評価売上⾼、評価営業利益とは＞
⇒会計上の特殊要素を実⼒値に
した業績（営業評価ベース）

・未開業物件不動産収益の繰延べ
（開業時までは計上されない）

・2021.4以降の収益認識基準変更
（従来⽅法で評価）

・コロナ禍の営業費⽤の特損計上
（2020.6期のみ）

【1Q営業利益、評価営業利益の過去５ヵ年推移】

【第１四半期連結業績】
・会員権販売、施設運営ともに好調な進捗。

(サンクチュアリコート販売、ベイコート稼働等)
・ベースアップ等の処遇改善（5％↑）は計画

通りに実⾏し、売上増加にてコスト増を吸収。
6⽉よりホテル会員権の価格改定も実施。

・エネルギーコストは現状、計画までは上昇して
いない。⼀部の費⽤を2Q以降に繰延べ。

・営業利益は2016.6期に次ぐ過去２番⽬の⾼⽔準。
・特別利益には、外債の償還益約10億円を計上。

前年には⼀般ホテルの売却益約80億円を計上
しているため、当期利益のみ減益。

評価営業利益
評価の加減算
営業利益

2022年６⽉
実績

2023年６⽉
実績

前年⽐

売上⾼ 40,224 42,994 +6.9%
営業利益 2,510 3,250 +29.5%
経常利益 2,578 3,427 +32.9%
当期利益 7,426 3,042 △59.0%

評価売上⾼ 49,148 52,179 +6.2%
評価営業利益 4,972 6,074 +22.2%

※当資料では、親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益を「当期利益」と表記しております。

RESORTTRUST GROUP



3

RESORTTRUST GROUP
決算概況①１Q 契約⾼／増加会員数

【第１四半期 契約⾼／増加会員数】（ホテル+メディカル）

（億円） （⼝）

・契約⾼は、琵琶湖の発売効果を含む過去最⾼の前年実績（2022年6⽉期）をさらに上回った。
・会員増加数（⼝数）は対前期で若⼲の減少となったが、通期換算で8,400⼈規模と順調な増加。

RESORTTRUST GROUP
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RESORTTRUST GROUP
決算概況② １Q 稼働率／消費単価

【第１四半期 稼働率・単価（施設売上／宿泊⼈数）】

（円）

・会員制ホテルの稼働率は、コロナ前を超えて⼤きな回復を⾒せた前年をさらに上回った。
・単価も昨年11⽉からの価格改定を織り込み、対前年で順調に上昇した。
（2020年6⽉期と2021年6⽉期はコロナ禍の稼働低下に伴い単価が上昇していた。）

RESORTTRUST GROUP
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RESORTTRUST GROUPRESORTTRUST GROUP

・会員権事業、ホテル運営事業において⼈件費等のコストの上昇が利益減少要因となったが、
ホテルの稼働率、単価の上昇等により、それらを補って前年⽐でプラスとなった。

・ホテル会員権、メディカル会員権の販売は極めて順調に推移。⾼⼭の繰延利益は4Qに実現予定。

【第１四半期 連結営業利益増減（対前期）】

決算概況③ １Q営業利益の状況（前年対⽐）
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【会員権】

繰延収益

増加

【会員権】
⼈件費、

販売コスト、
物件MIX等

【メディカル】

会費増等

+11.4
△4.6

△4.6

【ホテル】

水光熱

費増

△1.0

【ホテル】

前年

トラスティ

撤退費用

（今期なし）

＋3.8

+0.8
△1.1+2.7

【会員権】
繰延収益

増加

【メディカル】
会費増等

【ホテル】
稼働増、

単価上昇等
運営収益等

【ホテル】
⼈件費増、
⼈財投資

【ホテル】
⽔光熱
費増

【ホテル】
前年

トラスティ
撤退費⽤

（今期なし）

【本社他】
間接費
減少等

（億円）

RESORTTRUST GROUP
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RESORTTRUST GROUP
決算概況④今期進⾏中のトピックス

・会員権価格の⾒直し ⇒6⽉より「サンクチュアリコート⽇光」以外を約５％値上げ
・来期着⼯新規施設の検討 ⇒現在所有している⼟地以外の物件も候補に含め、複数検討
・WEB経由予約、スマートチェックイン／アウトの浸透 ⇒WEB予約率上昇中、⽬標50％へ
・ハイメディック新規施設（⼤阪／東京）開設へ向けて会員募集を下期より開始予定
・シニアレジデンスの関東案件について継続検討、ホスピスケア導⼊施設の拡⼤

⇒７⽉「桜新町」に続き８⽉「杉並宮前」に導⼊、９⽉「南平台、四条烏丸」へ導⼊予定
・海外倶楽部との交換利⽤の仕組みについて、相⼿先候補との継続検討
・デジタル活⽤契約の推進等、販売チャネルの充実と営業活動の効率化
・LINE公式：お友達数の拡⼤（2023.3末：21.5万⼈⇒2023.6末：25万⼈へ増加）

・処遇改善の実施⇒ベア＋昇給：５％、賞与乗率の引き上げ・安定化、中抜けの⾒直し
・採⽤活動の充実⇒リファラル採⽤、スポット採⽤、外国⼈採⽤（7⽉に第⼀回受⼊れ）等
・新規施設へのEV⾞両導⼊、太陽光発電の活⽤に向けた研究、TNFDフォーラムへの参画
・サステナビリティフォーラムの定期的な実施、地域やお客様と連携した活動の検討
・部⾨間クロストレーニングの始動

収益⼒の向上・収益性の改善

⼈財・サステナビリティ

資本効率・ガバナンス
・取締役会のガバナンス体制強化・独⽴性向上に向け、６⽉より新任社外取締役３名が就任
・ROE12％の⽬標⽔準に向け、より資本効率を重視する経営へ⇒機動的な⾃社株買いの実施

新中期経営計画「サステナブルコネクト」の推進

RESORTTRUST GROUP



7

RESORTTRUST GROUP
（百万円）

セグメント別実績（４-６⽉）主要３事業セグメント
RESORTTRUST GROUP

評価営業利益
評価の加減算
営業利益

【1Qセグメント利益の過去５ヵ年推移】

＜評価売上⾼、評価営業利益とは＞
⇒会計上の特殊要素を実⼒値にした業績（営業評価ベース）

・未開業不動産収益の繰延べ（開業時まで計上されない）
・2021.4以降の収益認識基準変更（従来⽅法で評価）
・コロナ禍の営業費⽤の特損計上（2020.6期のみ）

【第１四半期セグメント業績】

・会員権セグメント

・メディカルセグメント

・ホテルレストラン等セグメント

2022年６⽉
実績

2023年６⽉
実績

前年⽐

売上⾼ 9,112 9,232 +1.3%
営業利益 2,967 2,399 △19.2%
売上⾼ 20,086 22,224 +10.6%
営業利益 400 1,363 +240.5%
売上⾼ 10,846 11,362 +4.8%
営業利益 1,446 1,523 +5.3%

評価売上⾼ 17,786 17,933 +0.8%
評価営業利益 5,180 4,739 △8.5%
評価売上⾼ 20,086 22,224 +10.6%
評価営業利益 778 1,363 +75.2%
評価売上⾼ 11,095 11,847 +6.8%
評価営業利益 1,694 2,007 +18.4%

会員権

ホテル
レストラン

メディカル

会員権

ホテル
レストラン

メディカル
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RESORTTRUST GROUP
会員権セグメント 契約状況（４-６⽉）

（億円）

＜販売率: ⾼⼭83％ 琵琶湖62％ ⽇光47％＞
2023.6末ホテル会員権在庫：920億円

【商品別契約⾼】 今期末に開業を予定する「⾼⼭」が増加傾向

【デジタル活⽤契約⾼(内数)】 毎期順調に契約が増加

（億円） （億円）

【⾦融機関／ホテル紹介経由契約⾼(内数)】

琵琶湖
2024年10⽉
開業予定
167室

⾼⼭
2024年3⽉
開業予定
121室

⽇光
2026年２⽉
開業予定
162室

【サンクチュアリコートシリーズ３物件を販売中】

RESORTTRUST GROUP
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RESORTTRUST GROUPRESORTTRUST GROUP

【エクシブ：全3,613室】 既に前年もコロナ前を超えて回復していたこともあり1Qは概ね前年並み。７⽉は前年超過。

会員制ホテル 稼働率（⽉別ブランド別）

【ベイコート：全824室】 コロナ禍からの回復が遅れていた都市部の「東京ベイコート倶楽部」を中⼼に⼤きく上昇。

RESORTTRUST GROUP
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RESORTTRUST GROUPRESORTTRUST GROUP

【ハワイカハラ：338室】 ⽇本⼈の渡航の戻りはまだ限定的。コロナ前対⽐８割程度での推移。 ※ハワイカハラは３ヵ⽉遅れで連結

⼀般ラグジュアリーホテル 稼働率（カハラブランド）

【横浜カハラ：146室】 コロナ禍に開業。今期も対前年で稼働率が進捗。

RESORTTRUST GROUP
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RESORTTRUST GROUP
メディカルセグメントの販売／⼊居状況

【ハイメディック販売⼝数】 2020年度より年間3,000⼝ペースを維持。今期1Qも⾮常に好調な販売状況が続いている。

（⼝）

【シニアレジデンス⼊居率】 2022年12⽉末で底を打った⼊居率は、その後四半期毎に1Pずつの改善。
全2,094室

RESORTTRUST GROUP



2024年３⽉期 修正計画（７⽉14⽇業績予想の上⽅修正を開⽰）

【連結損益】 （百万円）
2023年３⽉期

実績
2024年３⽉期

修正計画
差異 2024年３⽉期

期初計画
169,830 201,000 +31,169 200,000 

12,270 19,000 +6,729 18,000 

13,247 19,000 +5,752 18,000 

16,906 14,000 △ 2,906 12,000 

22,358 19,380 △ 2,978 17,800 

【セグメント売上/営業利益】
2023年３⽉期

実績
2024年３⽉期

修正計画
差異 2024年３⽉期

期初計画
売上 34,945          58,400          +23,454 58,000          

営業利益 11,182          16,800          +5,617 16,230          
 評価営業利益 19,861          17,870 △ 1,991 17,130          
売上 89,747          95,490          +5,742 94,800          

営業利益 4,167            4,640            +472 4,220            
 評価営業利益 4,577            4,640 +63 4,220            
売上 44,422          46,480          +2,057 46,500          

営業利益 6,053            6,220            +166 6,100            
 評価営業利益 7,461            6,920 △ 541 6,390            
売上 714                630                △ 84 700                

営業利益 687                750                +63 740                
営業利益 △ 9,820 △ 9,410 +410 △ 9,290 

 評価営業利益 △ 10,230 △ 10,800 △ 570 △ 10,680 
売上 169,830        201,000        +31,169 200,000        

営業利益 12,270          19,000          +6,729 18,000          
 評価営業利益 22,358          19,380 △ 2,978 17,800          

メディカル

その他

本社費
（間接費）

合計

評価営業利益

会員権

ホテル
レストラン

売上⾼

営業利益

経常利益

当期純利益

12

【対前期変動要素の主な内容】

※会員権セグメントの開業準備費⽤：14億を評価利益上は本社に含む

※

＜売上⾼／営業利益＞
・ホテル会員権契約⾼

2023.3期：826億
（琵琶湖：2022.３発売、⽇光：2022.10発売）
2024.3期：801億（発売効果：なし）

・ハイメディック契約⾼
2023.3期：72億 2024.3期：67億

・繰延実現（前期までの販売済分の計上）
2024.3期：繰延利益＋74億（⾼⼭）

・当期繰延発⽣（未開業物件販売）
2023.3期：繰延利益△83億（⾼⼭、琵琶湖、⽇光）
2024.3期：繰延利益△69億（琵琶湖、⽇光）

・開業関連費⽤
2024.3期：△14億（⾼⼭12億、琵琶湖※準備室２億）

・ホテル稼働率
ＸＩＶ …2023.3期：54.1％ 2024.3期：54.5％
ＢＣＣ …2023.3期：47.0％ 2024.3期：52.3％

＜特別項⽬＞
・2023.3期：トラスティ７施設売却益90億（特別利益）
・2024.3期：外債売却益10億（特別利益）

RESORTTRUST GROUP
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1 2024.3期修正計画2023.3期実績

【本社】
他費⽤
減少等

【会員権】
＜契約⾼＞
前期２物件
発売効果

（当期なし）

△18

△14

【会員権】
開業関連

費⽤
（前期なし）

+74

【会員権】
＜⾼⼭＞

前期までの
繰延収益
の実現

+14
【会員権】
次期への

繰延の減少

【ホテル】
⽔光熱費
の増加

△6

△26

【ホテル】
⼈員補充、
処遇改善、

シフト改⾰へ
の取組み

△2

【ホテル】
保証⾦償却

収⼊減
（開業による
固定収⼊増

は来期より）

【ホテル】
稼働率上昇、

ルームチャージ
改定、⼣⾷料⾦
改定による、
単価上昇等

+38
+2 +5

【メディカル】
会費増、
先⾏費⽤
の発⽣等
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（億円）

・会員権事業では、開業により不動産収益が実現すると同時に、開業関連費⽤の発⽣を⾒込む。
・ホテルレストラン、メディカル事業においては、⼈件費や⽔光熱費などのコスト上昇がある

ものの、各事業において増益を⾒込み、全体で約67億円の増益を予定。

2024年３⽉期 修正計画：営業利益の状況（前年対⽐）

【2024年３⽉期通期修正計画】営業利益増減（対前期）

RESORTTRUST GROUP



単位：億円 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

指標 前年実績 新中計初年度
修正計画

(参考)２年⽬
⽬標

３年⽬
⽬標

売上⾼ 1,698 2,010 2,150 2,300

営業利益 122 190 200 230

営業利益
成⻑率 ＋41.2％ +55.7％ +5.3％ +15.0％

経常利益 132 190 200 230

当期純利益 169 140 130 150

ＲＯＥ 15.4％ 11.4％ 10.1％ 11.0％

評価
営業利益 223 毎期の開業ペースを想定、

営業利益と概ね同⽔準を⾒込む

数値計画（2023.4〜2028.3）

全体指標 2023.4〜2028.3

売上⾼営業利益率 10％以上

営業利益成⻑率 年平均10％以上
※ 2024.3計画を起点

ＲＯＥ 10％以上12％を
⽬指す

還元⽅針 40％以上を⽬安 に
安定的に還元

連結契約⾼ 2028.3期：10％成⻑
（対2024.3期初計画⽐）

ホテル稼働率
（全ブランド合計）

2028.3期：60％以上
(対2024.3期初計画⽐+５Ｐ)

【５ヵ年共通⽬標】 【今後３年間の業績数値⽬標】

中期経営計画 数値⽬標（2023.4〜2028.3）
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■ ホテルはサンクチュアリコート３物件の後、2024年度以降も概ね１年間に１施設のペースで開発を予定。
■ ハイメディックは、2024年度に２カ所、2026年度に１カ所の開業を予定し、42,000⼝体制を構築。

年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

販売・開業
スケジュール

会員制
リゾート
ホテル

開業
スケジュール

会員制
検診クラブ

＜販売および開業スケジュール_2023年８⽉10⽇時点＞ 開業・取得 （契約前案件）販売開始

⾼⼭
琵琶湖

⼤阪（中之島）

⽇光

東京

新規物件

新規物件
新規物件

関東

（121室）

（167室）
（162室）

2024年度以降の会員制リゾートホテル開発物件は、現時点で新規に７ヵ所＜中部２＋関⻄２＋関東３＞程度
を検討中であり(未取得の⼟地含む) 、更に他の候補地も継続検討。並⾏してエクシブの旧物件についても、
今中計期間より順次、再投資（リニューアル／建て替え等）に向けた検討を開始。

レジデンス物件は関東を中⼼に、第１号の⼟地を検討中。今後のスピーディな展開に向け、都市部の⽤地取得
に強みを持つパートナー企業も選定中。

新規物件

開発スケジュール

15
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国内中⼩企業
のオーナー数

凡そ350万法⼈
（法⼈需要増加）

アプリ会員
約10万⼈

コア会員
（複数所有等）

２万⼈規模

先10〜15年程を視野にした
グループ会員層の拡がり

会員の家族親族、
ゲスト利⽤者、
法⼈従業員の

福利厚⽣／健診
（数百万⼈規模）

紹介

国内富裕層(2021年)149万世帯
（2019年⽐12％増）
純⾦融資産：364兆円

※㈱野村総合研究所 推計データより
※富裕層の定義:純⾦融資産１億円以上保有

国内富裕層(2021年)149万世帯
（2019年⽐12％増）
純⾦融資産：364兆円

※㈱野村総合研究所 推計データより
※富裕層の定義:純⾦融資産１億円以上保有

⾒
込
み
客
８
万
⼈
規
模
を

継
続
的
に
フ
Ỿ
ロ
ổ

紹介

外国⼈
（富裕層中⼼）

現グループ会員14万⼈
（⼝数ベース：19.6万⼝）

(将来)グループ会員
20万⼈規模へ

地域 富裕層世帯 現会員数 23.3浸透率 20万⼈時点推計

関東 約65万世帯 約５万⼈ ８％ 14％
中部 約23万世帯 約４万⼈ 17％ 21％
関⻄ 約24万世帯 約４万⼈ 16％ 20％

その他 約37万世帯 約１万⼈ 2％ 3％

グループ施設
利⽤者層

グループ経済圏(利⽤者層)の拡がり

紹介

アプリ会員
約40万⼈

LINE導⼊
約25万⼈

会員基盤と利⽤者層の拡⼤（グループ経済圏の最⼤化）

オーナー層からその周辺の利⽤者層まで
デジタルツールを活⽤し経済圏を活性化

16
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レストラン

ゴルフ

クルーザー

レジデンス

検診｜健診

プライマリー
ケア

ホテル

サプリ、漢⽅エステ、
化粧品

海外クラブ
（提携）

訪問看護

治療

介護施設

「余暇」「健康」に「未来への価値観」を融合させた⼀歩先の豊かさの提案

健康寿命の延伸
予防医学・未病研究

ウェルビーイング
実現に向けた

ソリューション開発

より環境に配慮した
最先端の施設開発と

最上のホスピタリティ

既存施設への
リノベーション投資、

地域活性化
地産地消、雇⽤創出、

関係⼈⼝増加

＜共感・ロイヤルティ＞
顧客との社会価値の創出
＜共感・ロイヤルティ＞
顧客との社会価値の創出

＜顧客フォローの最適化＞
究極のテーラーメイドサービス

＜顧客フォローの最適化＞
究極のテーラーメイドサービス

＜会員制プラットフォーム＞
会員同⼠のネットワークによる活性化

＜会員制プラットフォーム＞
会員同⼠のネットワークによる活性化

顧客との関係性の深化顧客との関係性の深化

ー事業を通じた社会価値の創出ー

余
暇
領
域

健
康
領
域

提供価値（サービス領域の拡⼤／社会価値の創出イメージ）

17

会員制事業としての
新たな価値創造へ

会員制事業としての
新たな価値創造へ
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・顧客基盤と圧倒的な個々のブランド⼒を基に、グループ独⾃のランチェスター戦略を体現

・全てのステークホルダーと強い共感・信頼関係で繋がり、社会に豊かさを創造する倶楽部

お客様との
⼀⽣涯のお付き合い

に向けた
商品・サービスの追求

お客様との
⼀⽣涯のお付き合い

に向けた
商品・サービスの追求

『⼈⽣100年時代の健康⻑寿、
パーソナル・ウェルビーイングへの

貢献

『⼈⽣100年時代の健康⻑寿、
パーソナル・ウェルビーイングへの

貢献

最も働きやすく
働きがいのある職場環境

最も働きやすく
働きがいのある職場環境

＜各部⾨の10年後の⽬指す姿より＞＜各部⾨の10年後の⽬指す姿より＞

＜事業／グループとしてのあり⽅＞

※各事業の領域でNO.1を実現し、且つ互いにシナジーを最⼤化する

プロフェッショナルな
クリエイティブ⼈財集団
プロフェッショナルな
クリエイティブ⼈財集団

Try！Excellent Hospitality!
〜世界に誇れる
ホスピタリティ

グループ〜

Try！Excellent Hospitality!
〜世界に誇れる
ホスピタリティ

グループ〜

⻑期ビジョン（10年後のありたい姿）

18

ご⼀緒します、いい⼈⽣
〜より豊かで幸せな時間（とき）を創造します〜

ご⼀緒します、いい⼈⽣
〜より豊かで幸せな時間（とき）を創造します〜
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RESORTTRUST GROUP

2022年度 １Q（実績） ２Q（実績） ３Q（実績） ４Q（実績）

重要課題
(マテリア
リティ)

・マテリアリティ項⽬案選定
・リスク/機会のシナリオ検討
・重要性評価

・第⼀回サステナビリティ
委員会(7⽉6⽇)

・マテリアリティ決定

・第⼆回サステナビリティ
委員会(1⽉11⽇)

・サステナビリティ⽅針の制定
・マテリアリティ⽬標
/指標項⽬検討

・マテリアリティ⽬標
/指標項⽬検討
（担当部⾨との協議）

GHG(温室
効果ガス)

・2019年度-2020年度
GHG排出量算出 ・TCFD賛同表明

・2021年度GHG排出量算出
・GHG排出量削減⽬標/計画
決定

・TCFD提⾔に基づく開⽰(1⽉)
・GHG排出量削減計画の実⾏
（太陽光パネル設置他）

社内浸透
情報開⽰

・SDGsカラーホイールバッジ
配布

・サステナビリティサイト更新
・社内SNSを活⽤した
事例紹介等、社内浸透活動

・eラーニングの開始
・スタッフからの価値創造
アイディア募集企画実施

・アイディア募集企画の選考
・サステナビリティサイトの
リニューアルオープン

・サステナビリティフォーラム
の開催

2023年度 １Q（実績） ２Q以降（実績及び予定）

重要課題
(マテリア
リティ)

・マテリアリティ⽬標決定（次⾴）
・施設・地域との連携PJ推進

・TNFDフォーラムへの参画
・施設・地域との連携PJ推進
・第三回サステナビリティ
委員会の開催

GHG(温室
効果ガス)

・2022年度GHG排出量算出
・太陽光パネルの設置（浜名湖、六甲）

・太陽光パネルの継続設置
・エネルギー施策の研究

社内浸透
情報開⽰

・サステナビリティフォーラムの実施（毎⽉）
・グループ全スタッフ対象の価値創造アイディア募集プロジェクトの推進
・社内へのラインワークス配信とホームページでのオウンドメディア発信
・eラーニングの実施及び検討

【参考：前年】

【現状の取組みスケジュール】

SDGｓ・サステナブル経営への取り組み①
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＜サステナビリティフォーラムの様⼦＞
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・国内全てのリゾートホテルへ太陽光パネルを設置、ホテル26施設へEV充電器を拡充
・既存設備の最適化、再⽣可能エネルギーの導⼊
・新たな蓄電技術や⽔素発電等、次世代型エネルギーの研究等、順次取り組んでいきます

＜マテリアリティ項⽬＞

RESORTTRUST GROUP

※世界経済フォーラム（WEF）が2020年9⽉に公表したESG報告ガイドライン『ステークホルダー資本主義指標』に基づきカテゴリを整理しています。

＜ GHG排出量の算定結果（2019-2022年度）＞

排出の内容 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

各施設での燃料
(ガソリン・重油等)
および電⼒の使⽤等
による排出

142,706 131,270 136,522 134,245

Scope1,2(連結)

排出の内容 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

仕⼊や設備投資な
ど事業の上流・下
流における排出

139,786 153,406 116,915 185,102

Scope3 (単体)

＜GHG削減⽬標の決定、TCFD提⾔に基づく開⽰を公表＞

■GHG排出量削減⽬標 2030年 2050年

Scope1，2（連結）の削減 40％削減
＜2019年⽐＞

カーボンニュートラル
達成

TCFDが提⾔する情報開⽰フレームワーク（気候変動のリスク・機会に関する
ガバナンス、戦略、リスク管理、指標と⽬標）に沿った開⽰は、以下のリンクを
参照ください（2023年1⽉開⽰）
https://www.resorttrust.co.jp/sustainability/environment/carbon_neutral/

（単位:tCO₂）

SDGｓ・サステナブル経営への取り組み②

21

RESORTTRUST GROUP



セグメント別実績詳細（４-６⽉）

22

（百万円）
【会計ベースセグメント業績】

2019年６⽉
実績

2020年６⽉
実績

2021年６⽉
前々年実績

2022年６⽉
前年実績

2023年６⽉
実績

前年⽐

売上⾼ 10,431 5,694 11,779 9,112 9,232 +1.3%
営業利益 3,278 2,203 2,784 2,967 2,399 △19.2%
売上⾼ 19,917 8,614 15,131 20,086 22,224 +10.6%
営業利益 12 △ 2,347 △ 925 400 1,363 +240.5%
売上⾼ 8,744 8,942 10,233 10,846 11,362 +4.8%
営業利益 1,206 1,027 1,034 1,446 1,523 +5.3%
売上⾼ 164 164 174 180 174 △3.4%
営業利益 75 72 74 121 101 △16.1%

本社 営業利益 △ 2,130 △ 1,840 △ 2,046 △ 2,425 △ 2,137 +288百万円

売上⾼ 39,258 23,416 37,319 40,224 42,994 +6.9%
営業利益 2,442 △ 884 920 2,510 3,250 +29.5%

会員権

ホテル
レストラン

メディカル

その他

合計

RESORTTRUST GROUP



RESORTTRUST GROUP

（百万円）

RESORTTRUST GROUP

※収益認識基準変更影響の内、ポイント会計部分は影響が軽微なため、算定に含みません。

※Ｐ.2において、会計数値に以下の要素を加味することで、評価数値を算出しております。

23

【第１四半期連結業績】／【1Q営業利益、評価営業利益の過去５ヵ年推移】 評価加減算の内訳

評価売上⾼／評価営業利益の算定（決算ハイライト）
RESORTTRUST GROUP

＜評価加減算内訳＞
2019年６⽉

実績
2020年６⽉

実績
2021年６⽉

実績
2022年６⽉

実績
2023年６⽉

実績
繰延（不動産売上） + 1,607 +3,498 + 820 +8,595 + 8,606
収益認識基準の変更 - - +917 +328 + 578
売上⾼評価加味 + 1,607 + 3,498 + 1,737 + 8,923 + 9,184

繰延（不動産利益） + 539 +952 + 344 +2,133 + 2,245
収益認識基準の変更 - - +917 +328 + 578
休業時特別損失計上 - △ 2,972 - - -

営業利益評価加味 + 539 △ 2,020 + 1,261 +2,461 + 2,824



（単位 億円）

2019年６⽉
実績

2020年6⽉
実績

2021年6⽉
実績

2022年6⽉
実績

2023年6⽉
実績

※ 2023年6⽉
販売進捗率

（累計契約⾼）

2024年３⽉期
修正計画

サ ン ク チ ュ ア リ コ ー ト ⽇ 光 − − − − 108 46.7%           384
サンク チュ アリ コー ト琵 琶湖 − − − 182 53 62.0%           227
サ ン ク チ ュ ア リ コ ー ト ⾼ ⼭ − − 18 2 25 83.2% 109          
ザ ・ カ ハ ラ ク ラ ブ ハ ワ イ − 2 2 2 2 − 4              
横 浜 ベ イ コ ー ト 34 81 11 1 5 − 12            
ラ グ ー ナ ベ イ コ ー ト 41 6 10 1 6 − 13            
XIV 六 甲 SV 3 △ 5 35 6 - − -
芦 屋 ベ イ コ ー ト 22 31 6 4 4 − 10            
XIV 湯 河 原 離 宮 6 △ 9 33 3 3 − 11          
他 既 存 ホ テ ル 30 6 44 12 8 − 31            
会 員 権 セ グ メ ン ト 計 136 112 157 213 214 − 801        
ゴ ル フ 1 1 3 2 2 − 5            
ハ イ メ デ ィ ッ ク 13 13 22 17 20 − 67          
合 計 150 126 183 232 237 − 874        
※ 当初総契約⾼（回収予定額）に対する進捗率
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RESORTTRUST GROUP
物件別契約⾼詳細（４-６⽉）

【物件別契約⾼内訳】
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（単位 億円）

2019年６⽉
実績

2020年6⽉
実績

2021年6⽉
実績

2022年6⽉
実績

2023年6⽉
実績

2024年３⽉期
修正計画

-  -  -  -  92 326
-  -  -  155 45 192
-  -  15 2 21 93
-  1 1 1 1 2
31 70 9 1 4 10
37 5 9 1 5 12
2 △ 5 31 5 0 -

20 28 5 3 3 9
5 △ 9 25 3 3 4

24 1 31 8 5 17
119 91 126 179 180 666

横浜 ベ イコ ート △ 17 △ 36 -  -  -  - 
⽇ 光 -  -  -  -  △55 △ 179
琵 琶 湖 -  -  -  △ 86 △21 △ 97
⾼ ⼭ -  -  △ 8 △ 0 △10 +188

102 55 118 93 94 578
2 2 △ 0 △ 2 △ 2 6

104 57 118 91 92 584

横 浜 ベ イ コ ー ト

サ ン ク チ ュ ア リ コ ー ト ⽇ 光
サ ン クチ ュ アリ コー ト琵 琶湖
サ ン ク チ ュ ア リ コ ー ト ⾼ ⼭
ザ ・ カ ハ ラ ク ラ ブ ハ ワ イ

ラ グ ー ナ ベ イ コ ー ト
XIV 六 甲 SV
芦 屋 ベ イ コ ー ト
XIV 湯 河 原 離 宮
他 既 存 ホ テ ル
ホ テ ル 会 員 権 計

繰延売上

全 ホ テ ル 計
そ の 他
会 員 権 セ グ メ ン ト 計
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RESORTTRUST GROUP
物件別売上⾼詳細（４-６⽉）

【会員権セグメント売上 物件別内訳】

RESORTTRUST GROUP



    (百万円)
2019年６⽉

実績
2020年６⽉

実績
2021年６⽉

実績
2022年６⽉

実績
2023年６⽉

実績
2024年３⽉

修正計画
エ ク シ ブ 7,740 2,086 5,976 8,079 8,793 39,176
サ ン メ ン バ ー ズ 1,151 103 244 474 628 3,028
ト ラ ス テ ィ 1,612 284 484 331 554 2,339
ベ イ コ ー ト 2,329 703 1,723 2,418 2,825 12,673
年 会 費 収 ⼊ 2,090 2,126 2,357 2,392 2,396 9,595
保 証 ⾦ 償 却 収 ⼊ 893 878 1,012 1,014 971 3,877
ザ・カハラ・ホテル＆リゾート 1,880 1,748 1,229 2,578 3,083 14,147
そ の 他 2,219 683 2,104 2,797 2,971 10,650
合 計 19,917 8,614 15,131 20,086 22,224 95,490

2019年６⽉
実績

2020年6⽉
実績

2021年6⽉
実績

2022年6⽉
実績

2023年6⽉
実績

2024年３⽉
修正計画

ハ イ メ デ ィ ッ ク 事 業 3,982 4,159 4,491 4,923 5,347 21,843
MS（メディカルサービス）法⼈事業 1,516 993 1,749 1,832 1,916 8,006
エ イ ジ ン グ ケ ア 事 業 （ 物 販 等） 609 530 639 626 616 2,646
シ ニ ア ラ イ フ 事 業 2,684 3,239 3,360 3,440 3,441 13,893
そ の 他 ( 消 去 含 む ) △48 19 △8 23 42 92
合 計 8,744 8,942 10,233 10,846 11,362 46,480
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【ホテルレストラン等セグメント売上内訳】

【メディカルセグメント売上内訳】

ホテルレストラン／メディカルセグメント 売上⾼詳細（４-６⽉）
RESORTTRUST GROUP
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RESORTTRUST GROUP
施設運営状況詳細（４-６⽉）

RESORTTRUST GROUP

【ホテル運営状況】
宿泊者数 (千⼈)

2019年６⽉
実績

2020年６⽉期
実績

2021年６⽉期
実績

2022年６⽉
実績

2023年６⽉
実績

2024年３⽉
修正計画

エクシブ 395                93                  284                413                415                1,959             
サンメンバーズ 101                5                    18                  40                  48                  225                
 トラスティ 170                26                  54                  43                  56                  227                
ベイコート 71                  22                  56                  76                  86                  393                

稼働率 （％）
2019年６⽉

実績
2020年６⽉期

実績
2021年６⽉期

実績
2022年６⽉

実績
2023年６⽉

実績
2024年３⽉

修正計画
エクシブ 44.2 11.3 34.3 48.8 48.4 54.5

サンメンバーズ 60.8 4.5 21.3 45.9 55.3 60.3
 トラスティ 88.7 11.6 26.5 70.4 83.2 85.0
ベイコート 44.6 15.1 30.6 40.9 47.3 52.3

消費単価 （円）
2019年６⽉

実績
2020年６⽉期

実績
2021年６⽉期

実績
2022年６⽉

実績
2023年６⽉

実績
2024年３⽉

修正計画
エクシブ 19,587           22,245           21,010           19,543           21,193           19,999           

サンメンバーズ 11,375           8,145             9,656             10,105           11,688           12,259           
 トラスティ 9,476             10,696           8,964             7,734             9,924             10,321           
ベイコート 32,482 31,286 33,041 33,375           34,604           33,864           

【シニアレジデンス運営状況】
2019年６⽉

実績
2020年６⽉期

実績
2021年６⽉期

実績
2022年６⽉

実績
2023年６⽉

実績
2024年３⽉

修正計画
全施設平均⼊居率（％） 86.6 86.7 87.2 86.6 87.2 88.2

居室数合計（室） 1,659             2,100             2,097             2,094             2,094             2,094             



貸借対照表（2023年６⽉末）
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（百万円）
2023年３⽉期末

（前期）
2023年６⽉期末

（当期）
増減

2023年３⽉期末
（前期）

2023年６⽉期末
（当期）

増減

流動資産 187,964 193,639 +5,675 流動負債 156,695 171,872 +15,176
現⾦及び預⾦ 28,467 26,913 △1,553 仕⼊債務 1,738 1,459 △278
売上債権 11,632 9,585 △2,046 借⼊⾦ 12,608 20,441 +7,832
営業貸付⾦・割賦売掛⾦ 93,877 97,795 +3,918 未払⾦ 26,219 21,409 △4,810
有価証券 10,817 9,204 △1,613 前受⾦ 95,402 106,378 +10,976
商品・原材料・貯蔵品 2,524 2,773 + 249 前受収益 15,020 16,375 +1,355
販売⽤不動産 4,914 4,650 △264 その他 5,706 5,807 +100
仕掛販売⽤不動産 26,139 31,167 +5,028 固定負債 159,414 146,696 △12,717
その他 9,591 11,548 +1,956 社債・⻑期借⼊⾦ 13,487 2,560 △10,926

固定資産 252,035 249,478 △2,557 ⻑期預り保証⾦ 115,887 113,893 △1,993
有形固定資産 176,133 176,670 +536 ⻑期前受収益 29 28 0
無形固定資産 6,157 6,077 △80 ⻑期リース債務 20,985 20,848 △137
繰延税⾦資産 19,345 18,097 △1,247 その他 9,025 9,366 +340
その他 50,399 48,633 △1,765 負債合計 316,110 318,569 +2,458

純資産合計 123,889 124,549 +659
株主資本 114,826 115,300 +473
⾃⼰株式 △ 3,064 △ 3,056 +7
その他の包括利益累計額 6,112 6,308 +196
⾮⽀配株主持分 6,014 5,996 △17

資産合計 439,999 443,118 +3,118 負債・純資産合計 439,999 443,118 +3,118



＜会員権を複数所有されているケースについては、それぞれの会員権で1名ずつカウントしております＞

29

RESORTTRUST GROUP

（⼝数）

会員数の⻑期推移
【グループ会員数の推移】

ｻﾝｸﾁｭｱﾘｺｰﾄ ベイコート エクシブ サンメンバーズ ゴルフ メディカル クルーザー カハラ 合計

2023年3⽉末 8,157 23,886 79,780 22,998 30,129 28,367 434 1,113 194,864

2023年6⽉末 9,561 23,911 79,774 22,595 30,149 28,961 441 1,189 196,581 XIV+BCC+HM
+カハラ＋SAC 合計

2023年6⽉期増減 +1,404 +25 △6 △403 +20 +594 +7 +76 +1,717 +2,093 

2022年6⽉期増減 +1,502 +91 +209 △413 +55 +538 +5 +62 +2,049 +2,402 

RESORTTRUST GROUP
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（億円）

※カハラクラブ ハワイを含まず

RESORTTRUST GROUP
販売在庫（契約⾼ベース）の⻑期推移

【ホテル会員権の契約⾼在庫】

RESORTTRUST GROUP
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RESORTTRUST GROUP
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繰延収益詳細（期末ベース）
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＜収益認識基準変更に伴う影響 （ハイメディック登録料） ＞
・2021年度以降、販売に伴う登録料を⼀定期間（8年間）で償却して売上計上する（残りは前受⾦でBS計上）。
⇒当該年度の登録料計上額は、販売時より⼀定期間（8年間）を遡った過去販売分を加味して再計算される。
（結果として2021年度の登録料計上額は、2012年度以降の各単年度販売額の平均値に近い値になる。）

・2020年度の販売が⼤きく伸びた反動もあり、導⼊初年度の
減少影響は⼤きい。

・その後は過去販売分より、⾃然体で増益基調となり、且つ
⼀時的な販売動向に左右されない安定的な収益構造となる。

（2021年度以降の棒グラフは、2021年度以降の販売が、
2021年度計画と同⽔準で推移すると仮定した試算）。

（百万円）

RESORTTRUST GROUP
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2021年度以降 収益認識基準の変更に伴う影響
RESORTTRUST GROUP



リゾートトラスト株式会社 サステナビリティ推進部
https://www.resorttrust.co.jp/ir/index.html

※ 本資料には、将来の業績に係る記述が含まれています。
こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや
不確実性を内包する物です。将来の業績は、経営環境の変化等に
より異なる可能性があることにご留意ください。
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